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大気温度条件下におけるBrO+CH3O2反応計測

Kinetics study of the BrO + CH3O2 reaction under atmospehric conditions
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近年、BrOx(Br, BrO)によるオゾン消失反応の重要性が指摘されている。最近の研究では、BrOxによるオゾン消失反
応が全球平均で 4-6パーセント程度、高緯度においては最大で 30パーセント程度、対流圏オゾンを減少させる寄与をも
つことが報告されている。BrOxによるオゾン消失においては、BrO+HO2反応により生成したHOBｒが光分解すること
により Brを再生するとされているが、BrO+CH3O2 反応による HOBｒ生成も寄与を持ちうる。
本研究では、BrOを 329.5 nmの光吸収を利用したキャビティリングダウン分光 (CRDS)法により検出し、BrO+CH3O2反

応の速度定数の温度依存性（233-333 K）を測定した。その結果、BrO+CH3O2反応の反応速度定数 4.6× 10−13exp(798/T)
cm3 molecule−1 s−1 を得た。講演では、BrO+CH3O2 反応の対流圏 BrOxサイクルにおける Br再生過程への寄与につい
ても議論する予定である。


